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141　　　　　　APTT 　に よ る　Lupus　Anticoagu
−

lant の 測 定 と ELISA 法 め 検 討
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検討

多変 量解 析に よ る骨盤 入 口 の 数理 的
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【目的 】Lupus 　 Anticoagulant 〔LA ）保 有者 は 、

流産 を繰 り返す こ と が 知 ら れ て い る 。従 っ て 、習

慣性流 産 （習流 〉患 者
・
妊 婦 に お い て は 、 LA の

ス ク リ ー ニ ン グ が 必要 と 考 え られ る が 、そ の 頻 度

に つ い て は 検 討 され て い な い 。 我 々 は 、APTT

に よ る LA の 測定 の 他 に 、
　 ELISA を用 い た抗体

ス ク リ
ー

ニ ン グ 法 を 開 発 し、臨床応用 を 試 み た 。

【方 法 ｝対 象 は 、 習 流患者 20名 、妊 娠初 期 の 妊 婦

400名 で あ る 。 　LA の ス ク リ
ー

ニ ン グ に は 、通常

濃度及 び 20倍希釈 の プ ラ テ リ ン を用 い た APTT

で 行 っ た 。APTT 値で 異常 の見 られ た 場 合 、 被検

血漿 に 正常 血 漿を加 え た 値 も測定 し 、＋ 2SD を

越え る もの を LA 陽性 と し た 。　 ま た 、マ イ ク 卩

プ レ ー
トに リ ン 脂質を 結合 させ た ELISA 法 を開

発 し 、ス ク リ
ーニ ソ グ に 用 い た 。LA を 有す る習

流患 者 に 、ス テ 卩 イ ド投 与 し た 際 の APTT 値 の

搓 移を見た 。 1成績 】APTT に よ る LA の 検 出

は 、プ ラ テ リ ン を 通 常濃度で 用 い る よ り 、 20倍 で

用 い る と 感 度 が ．ヒ昇 し た 。 こ の 20倍希釈 プ ラ テ リ

ン を用 い た APTT で 、 　習流患 者20名 中 2 名 が 、

ま た 妊 婦 400 名中 4 名 が LA 陽性 と考 え ら れ た 。

ELISA 法 に て 測定 す る と、　習 流患者は い ずれ も

陽性 で あ っ た が 、 LA 陽 性 と判定 され た 妊 婦 で は

陽性 に な ら な か っ た 。 習 流 患者 に プ レ ド ＝ ン を 投

与す る と、　20mg ／ 日 で は LA は 陰性 に な らな

か っ た が 、40mg ／ 日 で は 陰 性 化 し た 。　【結論 】

  20倍 希釈 した プ ラ テ リ ン を用 い る APTT は 、

1．A の 検 出 に 有用 で あ る 。   LA の 頻 度 は 、習流

患 者 で 10％ 、 妊婦 で 1％ で あ っ た 。   LA を保 有

す る 習流患者は 、 ELISA 法で も陽性 とな っ た 。

  LA を 保有す る 習流患 者 に は 、十分 な ス テ ロ イ

ド投 与を 行 な う と 、LA は 陰 性 化 す る。

〔目的〕 骨 盤 入 口 面 の 分 類 は 視覚 に よ る 主 観的分

類 が 主 と し て 行 な わ れ て い る 。 私達 は 実 用 ヒ容 易

に 測定 し得 る 新 し い 計測 点 を 用 い ，多変量 解析 に

： る 客 観的分類 を行 な い
， こ れ に 基 き ， 重 回帰 式

を 用 い 入 口 面積 を 近似 計 算 した 。 今 回 こ の 計測 法

に よ り CPD の 判 定 が 可能か ど うか を検 討す る こ と

で 目 的 と し た 。 　〔方法 〕 前後 径 （apD ）， 最大横径

（trD ），　 apD の 後端 よ bapD の 1／ 10 点 と 9／ 10

点 で の 横 径 （pmpD ，　ampD ） を新 しい 計測値 と し，

当 医 局 過 去 10 年間 の 骨盤 X 線 像 の 118 例に つ い

て ク ラ ス タ
ー

分 析 に よ っ て 分 類 し ， ま た 入 口 面積

算出 の た め の 重 回帰式 を求 め た 。 別 の 25 例 に つ

い て externa 且 check を 行 っ た 。 ま た 7 例 の CPD

に つ い て ， 無 作意 に 注 出 した 正 常分 娩例 と の 間に

判別 分析 を行 っ た 。 　〔成 績〕入 口 面 は 9 群 に 分類

さ れ た が ， 大半 （93 ％）は 1 か ら 四 の 4 群 に 属 し

た 。 こ の 4 群 に 重 回 帰分析 を 行 い 入 口 面 積 推 定 の

回帰式 を 求 め た 。 R2 ＞ 0，92　external 　 check に よ

b7 ％以 内 の 相 対誤 差に と ど ま っ た 。　 ampD ， 入

ロ 面積 推定 値 （S ），apD ，
　 ampD ／ pmpD の 4 変量 に

よ る 判 別分析 の 結果， S の み の 場合 よ bMahala −

nobis 　distance が 大 き く （O．29 ：5．63 ），
86 ％の

正 診率 で あ っ た 。 （P く0．05 ）　 〔結論 〕新 しい 計

測点 を用 い て 客観的 に 入 口 面 を分類 した 。 分類 し

た 群 ご と に 回帰式 を求 め た こ と に よ ウ 推定誤 差 を

減 少す る こ と が 可 能 と な っ た 。 こ の 新 し い 計 測値

と推定面積 を用 い る こ と に よ り ， 入 ロ 面 の み か ら

の CPD の 判 別 が 86 ％の 正 診率 で 可 能 と な っ た 。

コ ン ピ ュータ の 普 及 に よ っ て こ れ ら の 数 理 的 分析

の 臨 床 応 用 は 容 易 と な っ て い る 。
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